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Ⅱ.将来需要の検討 

Ⅱ－１.調査の目的 

・本調査は、火葬炉数の算定に必要な将来の火葬件数を予測するために行なう。 

・高齢化の進展により、平成４７～５２年頃にピークに達することが予測されるため、今後約３０年間

の予測を行なう。 

Ⅱ－２.調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－３.将来死亡者数の予測 

１.将来人口の予測 

・国立社会保障・人口問題研究所による「日本の市区町村別将来推計人口」（平成２５年３月推

計）より、引用する。  

・将来人口は、両市ともに減少傾向にある。 

表－両市の将来人口 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.死亡者数の予測 

・男女別・年齢別人口に死亡率（＝１-生存率）を乗じることにより算出する。尚、生存率は国立

社会保障・人口問題研究所による仮定値（平成２５年３月推計）を採用する。 

・将来の死亡者数は、今後増加傾向にあるが、平成４７～５７年にピークを迎えると予測される。 

男女別年齢階級別推計人口（２０１５～４０年） 

将来死亡者数（２０１５～４５年） 

必要火葬炉数 

男女年齢別死亡率（１-生存率） 

年間稼動日数 

集中係数 

１基１日当たり平均火葬件数 

表-Ⅱ-② 両市の将来人口 

年 将来人口(人) 

泉南市 阪南市 合計 

２０１５年（平成２７年） ６３,６５４ ５５,２８３ １１８,９３７ 

２０２０年（平成３２年） ６２,４８４ ５３,５４９ １１６,０３３ 

２０２５年（平成３７年） ６０,７７４ ５１,２９８ １１２,０７２ 

２０３０年（平成４２年） ５８,７５２ ４８,６９４ １０７,４４６ 

２０３５年（平成４７年） ５６,５７１ ４５,８５５ １０２,４２６ 

２０４０年（平成５２年） ５４,３４９ ４２,９５３ ９７,３０２ 

図-Ⅱ-① 調査フロー 
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Ⅱ－４.必要火葬炉数の算定 

・火葬炉数は、次式により算出する。  

 

 

 

 

・式中の各項目の数値は、下記による。  

①年間火葬件数： 

・年間火葬件数＝予測死亡者数とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 稼動日数：現在の火葬場施設の運営状況は、元旦を除く３６４日である。               

②稼働日数：現在の火葬場施設の運営状況は、元旦を除く 364 日である。 

③火葬集中係数： 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要炉数＝集中日の火葬件数/１基１日当たりの平均火葬数 

      ＝（日平均取扱件数）×（火葬集中係数）/１基１日当たりの平均火葬数 

      ＝（年間火葬件数）÷（稼動日数）×（火葬集中係数）/１基１日当たりの平均火葬数 

火葬集中係数＝想定日最多件数/日平均火葬数 

想定日最多件数については、火葬実績から件数の多い順に全稼動日数の３～５％に該当する稼働

日を除外した稼働日における最多件数とする。 

これは、特殊要因によると思われる火葬件数を除外し過剰設備を避けるためであり、想定日最多件

数を上回る火葬集中日（全稼動日数の３～５％の稼動日数）については通常体制で対応可能と考える

理由による。 

                   出典：「火葬場の建設・維持管理マニュアル」（平成１６年、日本環境斎苑協会） 

表-Ⅱ-③ 両市の将来予測死亡者数 

年 
死亡者数(人) 

泉南市 阪南市 合計 

２０１５～２０年（平成２７～３２年） ６７６ ５９９ １,２７５ 

２０２０～２５年（平成３２～３７年） ８１０ ７２６ １,５３６ 

２０２５～３０年（平成３７～４２年） ８７０ ８０２ １,６７２ 

２０３０～３５年（平成４２～４７年） ９１３ ８７３ １,７８６ 

２０３５～４０年（平成４７～５２年） ９２１ ８９４ １,８１５ 

２０４０～４５年（平成５２～５７年） ９７９ ８５０ １,８２９ 

表-Ⅱ-④ 両市の将来年間火葬件数 

年 
火葬件数(件/年間) 

泉南市 阪南市 合計 

２０１５～２０年（平成２７～３２年） ６７６ ５９９ １,２７５ 

２０２０～２５年（平成３２～３７年） ８１０ ７２６ １,５３６ 

２０２５～３０年（平成３７～４２年） ８７０ ８０２ １,６７２ 

２０３０～３５年（平成４２～４７年） ９１３ ８７３ １,７８６ 

２０３５～４０年（平成４７～５２年） ９２１ ８９４ １,８１５ 

２０４０～４５年（平成５２～５７年） ９７９ ８５０ １,８２９ 
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[泉南市の場合] 

・泉南市の場合、実績による日平均火葬数は１.６７（H２２、２３年）、１.６０（H２４年）で、３年間の

平均は１.６５である。 

・稼動日数に対する発生日数の割合が５％を上回る一日当たりの最多件数の値は、４件であ

る。 

・従って、集中係数は２.４２である。（４/１.６５＝２.４２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[阪南市の場合] 

・阪南市の場合、実績による日平均火葬数は１.３０（H２２年）、１.４１（H２３年）、１.５２（H２４年）

で、３年間の平均は１.４１である。 

・稼動日数に対する発生日数の割合が５％を上回る一日当たりの最多件数の値は、３件であ

る。 

・従って、集中係数は、２.１２である。（３/１.４１＝２.１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[両市合計の場合] 

・文献（注）による火葬集中係数の推奨値は、小規模火葬場の場合が、２.０～２.２５、中規模火

葬場の場合が、１.７５～２.０である。 

・両市の平成２２～２４年度実績に見る集中係数は、２.４２(泉南市)と２.１２（阪南市）である。この

実績値は、共に小規模火葬場に該当するものであり、文献の推奨値（２.０以上の値）とほぼ

符合している。 

・両市の予想件数が合わさる本計画は、中規模火葬場に該当するため、ここでは文献の推奨値

を参考に２.０を採用する。 

  （注） 出典：「火葬場の建設・維持管理マニュアル」（平成１６年、日本環境斎苑協会） 

表-Ⅱ-⑤ 過去３か年の一日当たり火葬件数と発生日数（泉南市実績） 

年次度 ０件 １件 ２件 ３件 ４件 ５件 

平成２２年度 ７１日 

（１９.５％） 

１０３日 

（２８.３％） 

１００日 

（２７.５％） 

６０日 

（１６.５％） 

２４日 

（６.６％） 

６日 

（１.６％） 

平成２３年度 ６１日 

（１６.７％） 

１２４日 

（３４.０％） 

１０３日 

（２８.２％） 

３８日 

（１０.４％） 

２９日 

（７.９％） 

１０日 

（２.７％） 

平成２４年度 ６８日 

（１８.７％） 

１２２日 

（３３.５％） 

９６日 

（２６.４％） 

５２日 

（１４.３％） 

１６日 

（４.４％） 

１０日 

（２.７％） 

                               （）内パーセント値は、発生日数/稼働日数による 

表-Ⅱ-⑥ 過去３か年の一日当たり火葬件数と発生日数（阪南市実績） 

年次度 ０件 １件 ２件 ３件 ４件 ５件 

平成２２年度 ９６日 

（２６.４％） 

１２３日 

（３３.８％） 

９５日 

（２６.１％） 

３９日 

（１０.７％） 

１１日 

（３.０％） 

０日 

（０.０％） 

平成２３年度 ８０日 

（２１.９％） 

１２６日 

（３４.５％） 

１０３日 

（２８.２％） 

４２日 

（１１.５％） 

１４日 

（３.８％） 

０日 

（０.０％） 

平成２４年度 ６６日 

（１８.１％） 

１３０日 

（３５.７％） 

９９日 

（２７.２％） 

４８日 

（１３.２％） 

２１日 

（５.８％） 

０日 

（０.０％） 

                     （）内パーセント値は、発生日数/稼働日数による   
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④１基１日当たりの平均火葬数 

・事例から、２回/日とする。 

⑤計画炉数の算定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・人体炉の必要炉数は５基である。これに別途、１基分の予備スペースを確保する。 

・動物炉の必要炉数は、集団葬を想定し、１基とする。 

・従って、合計計画炉数は６基とする。 

 

 

 

表-Ⅱ-⑧ 参考事例 

 Ａ市（注１） Ｂ市＋３町(注２) Ｃ市(注３) 

対象人口(人) 約１０２,７００(H１８) 約９８,０００(H１２) 約１１７,８００(H１２) 

人体炉数 ４基＋予備２基 

計６基 
計６基 

６基+予備ｽﾍﾟｰｽ１基 

計７基 

延べ面積 １,１４５～２,２３０㎡ ２,３１５㎡ ３,０００㎡ 

竣工年 平成２４年 平成１５年 平成１５年 

（注１) 基本計画策定時（H２０年３月）におけるデータ 

（注２) 計画時（H１１年）は、周辺の３町の広域事業として策定されたため、対象人口はこの範囲に該当する値 

（注３) 対象人口は、計画時（H１２年）の市単独の数値 H１７年に合併し、現在人口は約１７万人 

計画炉数＝人体炉５基（＋１基分の予備スペース）＋動物炉１基＝６基 

表-Ⅱ-⑦ 年次別火葬件数推計値と必要火葬炉数 

 火葬件数 
必要炉数 稼動日数 集中係数 

１基１日当

たりの平均

火葬数 
年間平均 日平均 １日最多 

① ②＝①/A ③＝②×B ③/C A B C 

２０1５～２０年 

（平成２７～３２年） 
1,２７０注) ３.４ ６.８ ３ ３６４ ２.０ ２ 

２０２０～２５年 

（平成３２～３７年） 
1,５３０ ４.２ ８.４ ４

２０２５～３０年 

（平成３７～４２年） 
1,６７０ ４.５ ９.０ ４

２０３０～３５年 

（平成４２～４７年） 
1,７８０ ４.８ ９.８ ４

２０３５～４０年 

（平成４７～５２年） 
1,８１０ ４.９ ９.８ ４

２０４０～４５年 

（平成５２～５７年） 
1,８２０ ５.０ 1０.０ ５

注） 表-Ⅱ-④両市の将来年間火葬件数の数値における末尾を切り捨てた値を採用 


